
●ワークショップの活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
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全
員
で
意
見
交
換
・
確
認
・
検
討 

開催予定日

３月３日（土）
文 化 祭 開 催 提 案 書 作 成 

○参加予定団体の「何を」「どこで」「いつ」「対象者と人数」「費用」などについて話し合う。
○事務局が作成した提案書の案について、話し合う。 

○白河市長へ、いつ、どんな提案書を提出するのか？ 

「ワークショップ４年間の活動を分野ごとにまとめて示す」 

 

 ■ こんな意見・提案がでました！                             

○たくさんの人が集まる大規模なものではなく、自分たちの活動を南湖で行うということに意義がある。

○活動場所が広がってしまうのが、気になる。どこをどのように使うのかを実行委員会で決めていきたい。

○新しい団体として、中心市街地にある本町の商店街から参加があった。連携して広報する等の今後の活

動に期待がもてる。 

○まだまだ、このワークショップの活動を知らない人が多い。文化祭が契機になるといいな。 

 ■ こんな意見・提案がでました！                             

水環境 南湖の流入水をきれいにすべき。江戸時代頃の水質「魚が住めるような水」に戻すべき。 

水質調査の継続。水質改善活動を報告。みんなでアピールし運動しよう。専用水源の検討も必要。

景 観 江戸時代の景観を復元するのは現代の実状に合わない。今の時代にあった景観形成が必要。 

電柱の地中化。コンクリート構造物をなくす。松の間引き・下草狩りを実施。 

元に戻すという視点が大事。景観条例が必要。ワークショップの活動を周辺住民へも拡大。

もてなし 駐車場整備。身障者用トイレ整備。野良猫対策。森林公園の駐車場との接続。

この先行き止まり等の案内板。植物紹介の自然マップの作成。 

市民活動 アンケート調査の実施。南湖を題材とした小中学校での学習。 

情報の発信が必要。拠点となる場所が必要。市の窓口も必要。 

複数の観光施設を巡れる周遊券等の割安なサービスも必要。 

新しいアピール方法も検討。 

○ 

参加団体の把握  

希望場所等の確認  

これまでの活動を確認 実行委員会の立上  

代表者による

話し合いの様子

広報の原稿の提出期限に間に合うようにしなきゃね。

委員長は誰にお願いしようかな？ 

実行委員会開催日を決めましょう！ 

提案内容の整理・確認 

4つのテーマで集約しました。

 ■ 実行委員会にて（1）・・・・・・・・Ｈ18年 12月 9日 マイタウン白河３Ｆにて     

○開催拠点と時間について・・拠点を決めて、時間は10時～15時が妥当。 

○イベント名について・・・・「南湖文化祭」ではなく、後日、正式名称を検討しよう！ 

○協力団体について・・・・・他にも協力が必要な組織・団体がある。声がけしよう！ 

○予算支援について・・・・・市役所、建設事務所の予算支援はない。どうするか？ 

○その他・・・・・・・・・・青島広志先生の「南湖のほとりで」という曲を流そう！ 

              市広報誌への原稿は、概略の原稿で提出済。 

○次回の実行委員会の開催予定・・日時：平成１９年１月１２日（金）午後2時～4時 

場所：南湖湖畔 水月 （予定） 

■ 実行委員会にて（2）・・・・・・Ｈ18年 12月２６日 南湖共栄会へ協力依頼  

○南湖の周辺店舗内に南湖に関係する団体による「展示」、「発表」を行う。 

○スタンプラリーカードを発行し、商品を贈呈する。 

○開催日は「3月3日のひな祭り」であるため、各店舗に「雛飾り」を依頼する。 

○子供を対象とした「宝捜し」等の親子参加の企画で、集客をアップさせる。 

○南湖神社で松平定信公の功績が分かる遺品の展示を行う。 

○ワンコイン100円の「食べ歩き団子」。店舗の味を楽しんでもらう。 

事務局で、提案書の案を作成します。
第 3回ワークショップでは・・・

水環境、景観、もてなし、市民活動 の視点で考えよう！

実行委員会で、広報内容等のイベントに

ついて話し合いをしていきます！ 

参加者全員で検討・確認 




